
井
上
清
雅
書
法
展

退
職
記
念

古
代
文
字
書
法
の
表
現
研
究



【
開
催
に
あ
た
っ
て
】

　

和
洋
女
子
大
学 

日
本
文
学
文
化
学
科 

書
道
専
攻
教
授 

井
上
清
徳
（
清
雅
）
先
生
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
令
和
六
年
三
月

末
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
長
き
に
渡
り
教
鞭
を

と
ら
れ
、
本
学
書
道
教
育
の
中
核
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
学
教
育
の
み
な
ら
ず
、
書
道
文
化
の
振
興
・
発
展
に
も

尽
力
さ
れ
、
そ
う
し
た
功
績
を
称
え
、
和
洋
学
園
創
立
一
二
五

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
退
職
記
念
の
作
品
展
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
任
期
間
中
は
「
古
代
文
字
書
法
の
表
現
研
究
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
邁
進
さ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
多
く
の
作
品
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
在
任
期
間
中
に
発
表
さ
れ
た

作
品
の
中
か
ら
代
表
作
約
四
〇
点
を
展
示
・
公
開
い
た
し
ま
す
。

是
非
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

和
洋
女
子
大
学
書
道
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

井
上
清
雅
書
法
展
実
行
委
員
会

〈
会
期
〉
令
和
六
年
二
月
七
日
（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
六
日
（
金
）

　
　
　

 ※
十
三
日
（
火
）
休
館

〈
会
場
〉 

市
川
市
文
化
会
館 

地
下
一
階　

展
示
室

　
　
　

 

千
葉
県
市
川
市
大
和
田
一―

一―

五

〈
時
間
〉 

十
時
〜
十
八
時
ま
で（
最
終
日
十
六
時
ま
で
）

〈
共
催
〉 

和
洋
女
子
大
学
書
道
研
究
室

　
　
　

 

井
上
清
雅
書
法
展
実
行
委
員
会

〈
協
賛
〉 

和
洋
学
園
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業

　
　
　

 

日
本
文
学
文
化
学
会

〈
後
援
〉 

読
売
新
聞
社

　
　
　

 

公
益
財
団
法
人
市
川
市
文
化
振
興
財
団

〈
ア
ク
セ
ス
〉

　
　
　

 

・
JR
総
武
線 

本
八
幡
駅

　
　
　

 

・
京
成
本
線 

京
成
八
幡
駅

　
　
　

 

・ 

市
川
イ
ン
タ
ー
下
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉 

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
洋
女
子
大
学
書
道
準
備
室

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
市
国
府
台
二―

三―

一

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
四
七―

三
七
一―

一
九
三
八

井
上
清
徳
（
清
雅
）

昭
和
二
十
八
年
　
福
岡
県
生

師
／
青
山
杉
雨

（
公
社
）日
展
会
員

（
公
社
）全
日
本
書
道
連
盟
評
議
員

（
公
財
）全
国
書
美
術
振
興
会
評
議
員

読
売
書
法
会
常
任
理
事（
展
事
務
長
）

謙
慎
書
道
会
常
任
理
事

　

鶴
文
社
副
理
事
長（
兼
事
務
局
長
）

和
洋
女
子
大
学
教
授

書
郷
会
主
宰

詩經　秦風・小戎

彔
伯　

簋
銘
文

詩經　鄭風・大叔于田
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